
No.

位置付け 着
地域防災計画に 地域防災計画に

実績

・地震BCP未策定 ・地震BCP方針の
策定

・地震ＢＣＰ方針を
策定し、地域防災
計画へ位置づけた

・地震BCPの策定 ・地震BCPの策定

現状と課題
（これまでの取組）

東日本大震災により行政機能が被害を受けたことから大規模災害時の市の施設の被害、職員参集状況を踏まえた災
害対策本部の運営の検証と災害時においても最低限の市民生活の維持のため、中断を回避すべき業務の選定及び
継続方法について整理をする必要がある。

改
革
実
施
概
要

改革の目的、
考えられる効果

・大規模災害時の限られた人的・物的資源を最大限に有効活用して、災害時優先業務(災害応急対応・優先
事務)を遂行できる。
・災害に強い減災社会を実現する。

取組の内容 ・BCPの策定

取組工程
（具体的な内容）

現状

・BCPの運用

平成25年度 平成26年度 最終目標／
27年度以降計画 実績 計画

重点改革項目Ⅰ　「安心政令市にいがた」の実現に向けた機能強化

大項目 危機管理・防災機能、マネジメント機能の強化 22

中項目 災害発生時における本市対応能力の強化

担当課
防災課

具体的な改革項目 業務継続計画（BCP）の策定
行政経営課

予定通り
進捗

予定通り
進捗

予定通り
進捗

予定通り
進捗

B B

B

・庁内連絡体制の構築
・平成26年度にあらためて行う被
害想定（防災基礎調査）の反映

・各対策部及び各課の応急対策マ
ニュアルへの反映
・非常時優先業務の実施体制の確
立

平成27年度以降

取組工程、指標に対する評価
　計画どおり地震ＢＣＰを策定した。今後は、各対策部及び各
課の応急対策マニュアルへの反映させるとともに地震ＢＣＰに
基づいた実施体制を構築する。

　業務継続計画
の実行性を向上
させるため各対
策部及び各課の
応急対策マニュ
アルへの反映及
び非常時優先業
務の実施体制の
確立を目指す

課題、今後の方針、改善事項など
・各対策部及び各課の応急対策マニュアルへの反映
・非常時優先業務の実施体制の確立

計
画
期
間
の
評
価

（平成26年度上半期終了後に実施、下半期終了後に最終確定） 総合評価

・庁内連絡会議開催
・基本計画案検討
・事務事業の整理

下半期
（10～3月）

・地震ＢＣＰ方針の策定
・地域防災計画への位置
づけ

・庁内連絡会議開催
・非常時優先業務の特定
・地震ＢＣＰ策定

年
度
評
価

（年度終了後に実施） 平成25年度 平成26年度

取組工程、指標に対する評価
　計画どおり業務継続計
画の方針を策定し、地域
防災計画へ位置づけた。

　計画どおり地震ＢＣＰ
を策定した。

課題、今後の方針、改善事項など

進
捗
管
理

（各年度10月、年度終了後に実施） 平成25年度 平成26年度

取組の状況

上半期
（4～9月）

・想定災害の検討
・非常時優先業務の検討
・庁内検討体制の検討
・受援体制の検討

指
標 BCPの策定 未着手 BCP方針策定 ＢＣＰ方針策定 BCP策定 BCP策定

BCPの位置付け 未着手
地域防災計画に
おける位置付け

地域防災計画に
おける位置づけ

確 目指す


